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10月8日に後期役員の辞令交付を行い、その後に夏休みに行った

QCカードの集計結果と後期の生活について次のように話しました。

1つめは夏休みに行ったQCカードの振り返りをします。この数字

を見てください。「22：59、7：25、212」これは早寝、早

起き、朝ご飯（3：たくさん食べた～0：食べなかった）の集計結果

です。この数値は全校生徒の平均値ですが、ひとり一人は様々でした。

これから、日照時間が短くなり、下校時間も早まっていきますので、

早寝、早起きにはチャレンジしやすい季節になります。家庭での時間 後期本部役員任命

の使い方を工夫していきましょう。

別の数倍です。「2：43　2：17　3：02」これは1年、2年、3年の夏休みの学習時間の平

均値です。先ほど中間テストが終わったばかりで、勉強の話は聞きたくないところでしょうが、大変心

配なので、あえて君たちにとって耳の痛い話をします。

3年生、進路目標実現のために、自分と勝負しなさい。学力を高めるために、授業を大切にして、必

要があれば先生方に進んで教わりなさい。そして、自分で自由になる時間にメリハリを付けて、踏ん張

りなさい。親も教師も手助けはできるが、君たちの代わりに学習して学力を伸ばすことはできません。

学習しなければ学力は生まれません。やることで身につきます。今、君たちが自分の進路に責任を持つ

ということは、自分で学習に向かうことです。自分と勝負することで自分を大切にしなさい。私たちは

できる限りの応援をします。

2つ目は、生徒会・学級活動についてです。前期は鷹根祭の盛り上が

りと成功によって達成感のある終わりを迎えていますね。ここまで学校

学級を引っ張ってくれた前期生徒会本部役員、専門委員長、学級三役の

皆さんお疲れ様でした。そして、ありがとうございました。また、日々

の生活、学習を円滑に進められるように気を利かせて働いてくれた専門

委員、教科係、学級の係の皆さん。ありがとうございました。
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今日は「長」のことを「お

さ」と読んでみます。長は集団の人々の思いを一つにまとめて目標に向かっ

て進める役割があります。後期の長は集団の目標達成に向けて大いに貢献し

てください。それでも長の力は一人分です。399人の生徒会、約130人

の学年、30数人の学級集団を一人の力で前進させることは到底できません。

前進には仲間の力が必要です。仲間の力を結集するために、長は公平な目を

持ってください。進んで行動してください。そして呼びかけてください。そ

の姿に仲間が今以上の信頼を高め、力強い理解者、協力者となって、目標を達成する力を合わせてくれ

ます。ここに集まる愛鷹中の仲間はその心と力を持っています。そして、
一番大事な役割を果たす人は、今日任命されていない人たちです。目標

を達成する時の学校・学級は、活気、楽しさ、和やかさ、落ち着き、集

中力、思いやりが至るところで見られます。そこでは今日任命されてい

ない人たち、長に仕事を依頼した人たちの前向きな心と行動が表れてい

ます。愛鷹中生みんなで、ともに高め合い、助け合いながら、今しかな

い中学校生活をいきいきと送ってください。
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9月13日の敬老会では、武田生徒会長が地域の子どもを代表して挨拶

をさせていただきました。また、10月4日の校区祭では、入場行進、国

旗掲揚に吹奏楽部が演奏で参加し、サッカー部が用具、招集、決審などの
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係で働きました。また、スポーツ祭と日程が重

なった部活動があり、中学生の選手不足が生じ

た地区では複数の種目出場を気持ちよく引き受けた選手もたくさんいまし

た。翌日には地域の方から、校区祭の帰り道で丁寧にお辞儀して挨拶をす

る中学生に出会ってとてもうれしかったと、こちらもうれしい連絡を戴き

ました。地域の方々に見守られ、教えられて育ってきた子どもたちが、大

人に浪じって役に立っ姿に成長を覚える日となりました。
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10月3日（土）から市スポーツ祭が種目ごとに開催されています。中体連大会後の夏休みは「自己

の夢に挑む夏」をテーマに各部は2年生がリーダーとなって、まずはこの市スポーツ祭で良い結果を出

すことを目指して練習に励み、個々の体力、技能とチーム力を高めてきました。多くの選手は公式大会

でのデビュー戦でもあり、緊張しているプレーの様子が見て取れましたが、徐々に本来の動きで力を発

揮していきました。世界で活躍する一流の選手達も大会後の会見では、常にその戦いぶりを振り返り、

自分の新しい課題克服に向けた思いを語っています。大会で味わった喜びや悔しさをその時の思いだけ

で終わらせず、自身とチームの向上に生かしてください。
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表宗達紅顔

10月12日までのスポーツ祭の結果

陸上競技部　走り幅跳び　金成真治　東部大会5位　県大会出場

男子ソフトテニス部　個人戦　平松渉・高階未来翔ペア　ベスト16

団体戦　2回戦敗退

女子ソフトテニス部　団体戦　1回戦敗退

芸警票レ三雲エ完敗芸3位　　　i∴

芸三㍍ヲ認レ霊3讐選り＿グ敗退　醜三三箋己
女子バスケットボール部　第3位　優秀選手賞　渡逓綾香

サッカー部　予選リーグ1位（17日から決勝トーナメント）

軽蔑㊨観　覧酸も鍔恐幾晩去禿
9月に献立がさつま芋と実のご飯、秋刀魚の煮付け、うずら卵の晴汁と

いう給食の日がありました。給食室では子どもたちの成長のために栄養の

バランスを考えるとともに食の楽しみを伴う献立を工夫しています。この

日はまさに旬のものが使われていて、私はたいへん美味しくいただき、と

ても満足していました。ところが、放課後の学級担任との会話で、ご飯か

ら粟を除いて食べる子がいるなど、残量も少なくなくて必ずしも子どもた

ちにとって好評ではなかったと聞いて驚きました。家庭科では食生活の学

習で旬のものは栄養もあり美味しい食材であることを学習しているところ

ですが、まだ身についた感性が勝っているようです。また写真の黒糖パン

とシチューの献立では、パンの耳を残す子どもが何人もいました。食物ア

レルギーがなければ、残さず食べて強い体をつくりましょう。

10月下旬から11月初旬に家庭読書週間を予定しています。秋の夜長、短い時間で
褒婁◎款もテレビなどの映像を消して、ゲームをやめて、読書に耽る場を家族で作りましょう。


